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＿
原
釈
文
一

中
国
研
究
集
刊
麗
号
（
総
四
十
八
号
）
平
成
二
十
一
年
六
月
一
六
ニ
ー

新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要

本
提
要
は
、
『
中
国
研
究
集
刊
』
金
号
（
総
四
十
六
号
）
に
掲
載

さ
れ
た
「
新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要
（
九
）
」
の
続
編
で
あ
る
。

前
回
同
様
、
郭
店
楚
墓
竹
簡
（
郭
店
楚
簡
）
・
上
海
博
物
館
蔵
戦
国

楚
竹
書
（
上
博
楚
簡
）
に
関
す
る
文
献
を
主
対
象
と
し
た
。
以
下
、

「
原
釈
文
」
「
エ
具
書
」
「
研
究
書
（
中
文
書
）
」
「
研
究
書
（
和
書
）
」

の
四
つ
に
分
類
す
る
。

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
七
）
』
（
馬
承
源
主
編
、
上

海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
八
年
十
二
月
、
二
五
頁
、
縦
組
繁
体

字）

(+） 
七
一
頁

上
博
楚
簡
の
図
版
（
写
真
版
）
と
釈
文
考
釈
と
を
収
載
し
た

の
第
七
分
冊
（
第
一
分
冊
•
第
二
分
冊
は
提
要
（
一
）
、
第
三
分
冊

は
提
要
（
四
）
、
第
四
分
冊
は
提
要
（
六
）
、
第
五
分
冊
は
提
要
（
八
）
、

第
六
分
冊
は
提
要
（
九
）
で
解
説
済
み
）
。
本
巻
に
は
、
『
武
王
践

昨
』
『
鄭
子
家
喪
』
『
君
人
者
何
必
安
哉
』
『
凡
物
流
形
』
『
呉
命
』

の
五
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
「
図
版
」
（
写
真
版
）
と
「
釈
文
考

釈
」
と
の
二
部
よ
り
な
る
。

『
武
王
践
昨
』
の
原
釈
文
担
当
者
は
、
陳
債
芥
氏
で
あ
る
。
全

十
五
簡
゜
篇
題
は
な
く
、
『
大
戴
礼
記
』
武
王
践
昨
篇
と
多
く
重
複

す
る
こ
と
か
ら
、
「
武
王
践
昨
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
本
篇
は
、
師

尚
父
（
太
公
望
）
が
武
王
に
丹
書
の
言
を
告
げ
、
武
王
が
様
々
な

器
物
に
自
戒
の
銘
を
刻
む
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

『
鄭
子
家
喪
』
の
原
釈
文
担
当
者
は
、
陳
個
芥
氏
で
あ
る
。
甲

本
・
乙
本
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
全
七
簡
゜
篇
題
は
な
く
、
冒
頭
句

に
基
づ
く
仮
称
で
あ
る
。
本
篇
は
、
鄭
の
子
家
の
死
を
め
ぐ
っ
て
、

野

友

子
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楚
の
荘
王
が
鄭
を
包
囲
す
る
に
至
り
、
さ
ら
に
鄭
を
救
援
し
た
晋

と
両
棠
で
戦
い
、
大
勝
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

『
君
人
者
何
必
安
哉
』
の
原
釈
文
担
当
者
は
、
液
茅
左
氏
で
あ

る
。
甲
本
・
乙
本
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
全
九
簡
゜
篇
題
は
な
く
、

本
文
に
見
え
る
君
王
に
対
す
る
諫
め
の
言
葉
を
篇
題
と
し
て
い
る
。

本
篇
は
、
君
王
（
楚
の
昭
王
）
に
対
し
て
、
苑
乗
（
苑
無
宇
）
が

諫
言
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

『
凡
物
流
形
』
の
原
釈
文
担
当
者
は
、
曹
錦
炎
氏
で
あ
る
。
甲

本
・
乙
本
が
あ
り
、
甲
本
は
全
三
十
節
、
乙
本
は
全
二
十
二
簡
。

篇
題
は
、
甲
本
第
三
簡
背
面
に
「
凡
物
流
形
」
と
あ
る
。
本
篇
は

九
章
で
構
成
さ
れ
、
多
く
「
問
之
曰
」
よ
り
始
ま
る
が
、
問
い
の

み
で
答
え
は
な
い
。
そ
の
体
裁
と
性
質
は
、
『
楚
辞
』
天
問
篇
と
極

め
て
似
て
い
る
。

『
呉
命
』
の
原
釈
文
担
当
者
は
、
曹
錦
炎
氏
で
あ
る
。
全
九
簡
゜

篇
題
は
、
第
三
簡
背
面
に
「
呉
命
」
と
あ
る
。
本
篇
は
お
お
よ
そ

二
章
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
章
は
、
呉
王
が
軍
を
率
い
て
北
上
し
、

陳
国
の
国
境
内
に
至
っ
て
晋
国
に
恐
慌
を
引
き
起
こ
し
た
た
め
、

晋
君
は
臣
下
を
派
遣
し
て
呉
国
と
交
渉
し
、
つ
い
に
呉
軍
を
陳
国

か
ら
離
れ
さ
せ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
第
二
章
は
、
呉
王
派

の
臣
下
が
労
を
周
天
子
に
告
げ
る
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
『
国
語
』

呉
語
の
記
載
と
お
お
む
ね
一
致
す
る
。

な
お
、
『
武
王
践
昨
』
に
は
現
行
本
『
大
戴
礼
記
』
武
王
践
昨
篇

一
工
具
書
一

と
の
対
照
表
が
、
『
鄭
子
家
喪
』
『
君
人
者
何
必
安
哉
』
『
凡
物
流

形
』
に
は
甲
本
・
乙
本
の
対
照
表
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
釈
文
考
釈
」

の
末
尾
に
付
さ
れ
て
い
る
。

『
簡
贖
吊
書
通
仮
字
字
典
』
（
白
於
藍
編
著
、
福
建
人
民
出
版

社
、
二

0
0
八
年
一
月
、
四
二
五
頁
、
横
組
繁
体
字
）

通
仮
字
に
関
す
る
字
典
。
楚
吊
書
、
信
陽
楚
墓
、
郭
店
楚
簡
、

九
店
楚
簡
、
及
び
上
博
楚
簡
（
第
一
分
冊
か
ら
第
五
分
冊
ま
で
）

中
の
通
仮
字
を
集
め
て
い
る
。

三
十
の
韻
部
に
分
類
し
て
排
列
し
、
各
声
系
毎
に
文
字
を
提
示

し
て
い
る
。
「

O
与

x
」
と
い
う
形
式
で
「

O
」「
X
」
双
方
が
通

仮
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
後
、
そ
の
文
字
が
見
え
る
文
献
名

と
該
当
箇
所
の
一
文
と
を
掲
げ
る
。
郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
簡
（
第

一
分
冊
か
ら
第
五
分
冊
ま
で
）
の
原
釈
文
の
竹
簡
排
列
案
に
異
説

が
提
示
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
著
者
が
最
も
妥
当
と
見
な
し
た
竹

簡
排
列
案
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

巻
頭
に
は
「
篇
名
対
照
表
」
、
巻
末
に
は
「
主
要
参
考
文
献
」
「
條

目
索
引
」
「
筆
画
検
字
表
」
を
付
す
。
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新
出
土
資
料
研
究
に
お
い
て
、
文
字
を
確
定
す
る
際
の
判
断
基

準
の
―
つ
が
通
仮
字
で
あ
る
。
本
書
は
、
新
出
土
資
料
に
お
け
る

文
字
の
通
仮
関
係
を
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
字
典
で
あ

り
、
今
後
の
新
出
土
資
料
研
究
に
お
い
て
必
携
の
エ
具
書
と
な
ろ

スノ
『
古
文
字
類
編
（
増
訂
本
）
』
上
・
下
（
高
明
・
涼
白
奎
編

著
、
北
京
大
学
震
旦
古
代
文
明
研
究
中
心
学
術
叢
書
特
刊
、
上
海

古
籍
出
版
社
、
二

0
0
八
年
八
月
、
一
六
四
八
頁
、
横
組
繁
体
字
）

古
文
字
に
関
す
る
字
書
。
一
九
八

0
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
古
文

字
類
編
』
（
高
明
編
、
中
華
書
局
）
を
大
幅
に
増
訂
し
た
も
の
で
あ

り
、
近
年
出
土
し
た
文
献
の
文
字
が
新
た
に
追
加
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
に
は
、
郭
店
楚
簡
や
上
博
楚
簡
（
第
一
分
冊
•
第
二
分
冊
）

の
文
字
も
含
ま
れ
る
。

本
書
は
、
第
一
編
「
古
文
字
」
（
単
体
文
字
）
、
第
二
編
「
合
文
」

（
合
体
文
字
）
、
第
三
編
「
未
識
徽
号
文
字
」
（
甲
骨
文
や
金
文
に

見
ら
れ
る
絵
の
よ
う
な
文
字
）
の
三
編
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第

一
編
「
古
文
字
」
で
は
、
各
字
に
つ
い
て
、
「
甲
骨
」
「
金
文
」
「
其

他
文
字
」
「
説
文
」
の
四
項
目
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
文
字

を
掲
載
す
る
（
増
訂
前
は
「
甲
骨
文
」
「
銅
器
銘
文
」
「
簡
書
及
其

乞
刻
辞
」
「
秦
笈
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
本
書
で
は
表
記
が
変
更
さ

れ
て
い
る
）
。
第
二
編
「
合
文
」
で
は
、
「
甲
骨
」
「
金
文
」
「
其
他

文
字
」
の
三
項
目
に
、
第
三
編
「
未
識
徽
号
文
字
」
で
は
、
「
甲
骨

文
」
「
青
銅
器
銘
文
」
の
二
項
目
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

巻
末
に
は
、
「
引
書
目
録
」
「
引
器
目
録
」
「
検
字
表
」
を
付
す
。

『
古
文
字
類
編
』
は
、
様
々
な
古
文
字
を
収
録
し
た
古
文
字
研

究
の
基
本
書
で
あ
る
。
今
回
そ
の
増
訂
版
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、

今
後
の
古
文
字
研
究
•
新
出
土
資
料
研
究
に
と
っ
て
非
常
に
有
益

で
あ
る
。

『
楚
系
簡
吊
文
字
編
（
増
訂
本
）
』
（
膝
壬
生
著
、
湖
北
教
育

出
版
社
、
二

O
O
八
年
十
月
、
一
三
五
九
頁
、
縦
組
繁
体
字
）

楚
系
文
字
に
関
す
る
字
書
。
湖
北
省
•
湖
南
省
•
河
南
省
よ
り

出
土
し
た
竹
簡
•
竹
贖
．
楚
吊
書
上
の
墨
書
文
字
、
計
一
九
二
五

0
字
を
集
め
た
『
楚
系
簡
吊
文
字
編
』
（
膝
壬
生
著
、
湖
北
教
育
出

版
社
、
一
九
九
五
年
七
月
）
を
再
編
・
増
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

新
た
に
九
店
楚
簡
、
郭
店
楚
簡
、
新
察
慈
陵
楚
墓
竹
簡
、
上
博
楚

簡
第
一
分
冊
•
第
二
分
冊
、
及
び
香
港
中
文
大
学
文
物
館
蔵
簡
贖
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の
戦
国
楚
文
字
を
増
加
し
、
計
四
九
〇
五
四
字
を
収
録
し
て
い
る

C

本
書
は
、
単
字
、
合
文
、
附
録
の
三
部
構
成
で
あ
る
。
竹
簡
の

欠
損
に
よ
り
不
鮮
明
な
も
の
は
収
録
せ
ず
、
音
義
不
明
の
も
の
や

隷
定
で
き
な
い
も
の
は
附
録
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

文
字
の
配
列
は
、
『
楚
文
字
編
』
（
李
守
奎
編
著
、
華
東
師
範
大

学
出
版
社
、
二

0
0
三
年
十
二
月
。
提
要
（
五
）
で
解
説
済
み
）

同
様
、
『
説
文
解
字
』
の
順
序
と
し
、
『
説
文
解
字
』
に
見
え
な
い

文
字
に
つ
い
て
は
字
形
に
よ
っ
て
配
列
し
て
い
る
。
字
頭
（
異
体

字
を
含
む
）
は
四
六
ニ
―
個
。
記
載
形
式
と
し
て
は
、
枠
外
に
楷

書
体
を
掲
げ
、
枠
内
に
小
笈
、
隷
定
さ
れ
た
文
字
、
楚
系
文
字
の

順
に
掲
げ
る
。
各
楚
系
文
字
の
下
に
は
、
そ
の
出
処
（
文
献
の
略

称
と
竹
簡
番
号
）
と
辞
例
（
該
当
箇
所
の
一
文
）
と
を
記
載
す
る
。

巻
頭
に
は
「
引
用
資
料
全
称
・
簡
称
及
出
処
表
」
、
巻
末
に
は
「
筆

画
検
字
表
」
を
付
す
。

本
書
は
、
楚
系
文
字
を
多
数
収
録
し
た
大
型
の
字
書
で
あ
り
、

戦
国
楚
簡
を
中
心
と
し
た
新
出
土
資
料
を
釈
読
す
る
際
に
、
大
い

に
役
立
つ
書
で
あ
る
。

『
郭
店
簡
与
上
博
簡
対
比
研
究
』
（
凋
勝
君
著
、
中
国
語
言

文
字
研
究
叢
刊
（
第
二
輯
）
、

一
八
頁
、
横
組
繁
体
字
）

綾
装
書
局
、

二
0
0
七
年
四
月
、

五

郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
簡
に
関
す
る
研
究
書
。
「
形
制
篇
」
「
文
本

篇
」
「
国
別
篇
」
の
三
部
構
成
で
あ
り
、
主
に
文
字
学
の
観
点
か
ら

検
討
を
加
え
て
い
る
。

「
形
制
篇
」
で
は
、
ま
ず
、
郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
簡
（
第
一
分

冊
か
ら
第
五
分
冊
ま
で
）
の
各
文
献
の
竹
簡
形
制
を
概
説
す
る
。

続
い
て
、
戦
国
時
代
の
竹
簡
の
製
造
方
法
、
竹
簡
に
抄
写
す
る
方

法
‘
―
つ
の
竹
簡
に
収
め
ら
れ
て
い
る
文
字
数
、
編
聯
、
篇
題
、

収
巻
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

「
文
本
篇
」
で
は
、
郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
と
上
博
楚
簡
『
細
衣
』

の
、
文
字
と
文
義
と
を
対
比
し
て
い
る
。
ま
た
、
郭
店
楚
簡
『
性

自
命
出
』
と
上
博
楚
簡
『
性
情
論
』
と
の
本
文
の
復
原
、
章
序
の

対
比
、
本
文
の
対
比
を
行
っ
て
い
る
。

「
国
別
篇
」
で
は
、
楚
地
出
土
の
戦
国
簡
や
楚
人
が
抄
写
し
た

竹
簡
を
全
て
「
楚
簡
」
と
称
し
て
よ
い
か
と
い
う
問
題
を
提
起
す

る
。
そ
し
て
、
郭
店
楚
簡
『
唐
虞
之
道
』
『
忠
信
之
道
』
『
語
叢
』

-s三
及
び
上
博
楚
簡
『
細
衣
』
に
つ
い
て
、
偏
妾
・
文
字
形
体
・

「
用
字
不
同
」
（
同
じ
文
字
を
表
す
の
に
異
な
る
字
体
が
用
い
ら
れ

て
い
る
も
の
）
の
対
比
を
行
う
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
文
献
は
、

斉
系
文
字
の
特
徴
を
有
し
た
抄
本
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
提
示
さ
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れ
て
い
る

C

附
録
「
談
談
郭
店
簡
《
五
行
》
篇
中
的
非
楚
文
字
因
素
」
で
は
、

郭
店
楚
簡
『
五
行
』
中
に
楚
系
文
字
と
は
言
え
な
い
文
字
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
『
五
行
』
は
楚
人
に
よ
る
抄
本
で
は
あ

る
が
、
楚
文
字
の
抄
本
で
は
な
い
と
の
結
論
に
達
し
て
い
る
。

巻
末
に
は
、
「
郭
店
《
唐
虞
之
道
》
・
《
忠
信
之
道
》
．
《
語
叢
》

-
S
三
以
及
上
博
《
稲
衣
》
与
楚
簡
偏
芳
対
比
表
」
「
《
説
文
》
古

文
•
三
体
石
経
古
文
与
戦
国
文
字
対
比
表
」
「
所
有
様
本
統
計
表
」

「
典
型
様
本
統
計
表
」
「
《
説
文
》
古
文
総
表
」
を
付
す
。

本
書
は
、
郭
店
楚
簡
と
上
博
楚
簡
と
を
文
字
学
の
観
点
か
ら
総

合
的
に
比
較
・
検
討
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
り
、
新
出
土
資
料

研
究
に
お
け
る
―
つ
の
研
究
手
法
を
提
示
し
て
い
る
。

『
《
上
博
楚
竹
書
》
文
字
及
相
関
問
題
研
究
』
（
出
土
文
献

訳
注
研
析
叢
書
P
o
2
7
、
蘇
建
洲
著
、
万
巻
楼
図
書
股
伶
有
限

公
司
、
二

0
0
八
年
一
月
、
二
八
六
頁
、
横
組
繁
体
字
）

上
博
楚
簡
に
関
す
る
研
究
書
。
「
《
上
博
楚
竹
書
》
字
詞
束
釈
」

「
《
上
博
楚
竹
書
》
文
字
資
料
運
用
及
相
関
文
字
考
釈
」
「
以
古
文

字
的
角
度
討
論
《
上
博
楚
竹
書
》
文
本
来
源
」
の
三
部
構
成
で
あ

り
、
主
に
文
字
学
の
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
い
る
。
上
博
楚
簡

の
第
一
分
冊
か
ら
第
六
分
冊
の
文
献
を
研
究
範
囲
と
し
、
楚
系
文

字
だ
け
で
な
く
他
の
古
文
字
資
料
も
用
い
て
検
討
し
て
い
る
。

「
《
上
博
楚
竹
書
》
字
詞
束
釈
」
で
は
、
上
博
楚
簡
所
収
文
献
の

中
で
、
原
釈
文
や
諸
研
究
者
の
解
釈
に
疑
問
が
あ
る
文
字
や
語
句

を
抽
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
に
検
討
を
加
え
て
い
る
。

「
《
上
博
楚
竹
書
》
文
字
資
料
運
用
及
相
関
文
字
考
釈
」
で
は
、

「
楚
銅
貝
」
「
西
周
金
文
」
「
戦
国
金
文
」
「
楚
簡
文
字
」
「
伝
紗
古

文
」
の
中
の
い
く
つ
か
の
文
字
に
つ
い
て
、
上
博
楚
簡
研
究
の
最

新
の
成
果
を
用
い
て
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
解
読

で
き
な
か
っ
た
文
字
を
解
明
し
た
り
、
従
来
と
は
異
な
る
解
釈
を

提
示
し
た
り
し
て
い
る
。

「
以
古
文
字
的
角
度
討
論
《
上
博
楚
竹
書
》
文
本
来
源
」
で
は
、

上
博
楚
簡
は
ど
こ
の
国
の
文
献
を
底
本
と
し
て
抄
写
さ
れ
た
も
の

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
文
字
学
の
角
度
か
ら
分
析
す
る
。
そ
し

て
、
上
博
楚
簡
『
周
易
』
『
曹
沫
之
陣
』
『
飽
叔
牙
与
開
朋
之
諌
』

『
昔
者
君
老
』
『
孔
子
見
季
桓
子
』
の
中
に
、
斉
や
魯
と
い
っ
た
他

国
の
文
字
の
特
徴
を
有
し
た
字
体
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由

に
、
こ
れ
ら
の
文
献
は
楚
以
外
の
国
の
文
献
を
底
本
と
し
て
抄
写

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

本
書
は
、
著
者
に
よ
る
近
年
の
楚
文
字
研
究
の
成
果
を
集
約
し

た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
文
字
学
研
究
に
お
い
て
参
考
と
な
る

で
あ
る
。
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『
出
土
文
献
与
先
秦
儒
道
哲
学
』
（
出
土
文
献
訳
注
研
析
叢

言

p
o
2
8
、
郭
梨
華
著
、
万
巻
楼
図
書
股
伶
有
限
公
司
、
二

O

〇
八
年
八
月
、
三
五
頁
、
横
組
繁
体
字
）

郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
簡
に
関
す
る
研
究
書
。
新
出
土
資
料
と
伝

世
文
献
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
秦
の
儒
道
哲
学
を
再

検
討
し
て
い
る
。
第
一
編
「
総
論
」
、
第
二
編
「
出
土
文
献
与
先
秦

道
家
哲
学
論
題
」
、
第
三
編
「
出
土
文
献
与
先
秦
儒
家
哲
学
論
題
」
、

第
四
編
「
出
土
文
献
与
先
秦
儒
道
哲
学
論
題
」
の
四
編
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

第
一
編
「
総
論
」
で
は
、
ま
ず
「
出
土
文
献
与
先
秦
哲
学
探
究
」

に
お
い
て
研
究
方
法
を
提
示
す
る
。
続
く
「
中
国
哲
学
問
題
的
起

源
与
本
原
之
探
究
」
で
は
、
先
秦
の
儒
家
・
道
家
が
共
に
重
要
な

論
題
と
す
る
「
文
」
と
、
孔
子
・
老
子
以
後
に
重
視
さ
れ
た
「
情
」

と
い
う
二
つ
の
概
念
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
二
編
「
出
土
文
献
与
先
秦
道
家
哲
学
論
題
」
で
は
、
先
秦
の

道
家
に
関
す
る
文
献
、
特
に
『
老
子
』
『
恒
先
』
を
取
り
上
げ
、
『
老

子
』
中
の
「
損
ー
益
」
観
、
『
老
子
』
と
黄
老
思
想
と
の
関
連
、
『
老

子
』
の
後
学
の
発
展
状
況
、
道
家
と
古
代
天
文
学
の
関
係
、
『
恒
先
』

及
び
戦
国
時
代
の
道
家
に
お
け
る
哲
学
的
論
題
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。

第
三
編
「
出
土
文
献
与
先
秦
儒
家
哲
学
論
題
」
で
は
、
儒
家
の

侠
書
で
あ
る
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
と
、
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』

及
び
上
博
楚
簡
『
性
情
論
』
と
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
、
『
五
行
』

中
の
「
五
行
」
に
つ
い
て
考
察
し
、
続
い
て
『
五
行
』
に
お
け
る

「
徳
之
行
」
の
哲
学
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
『
五
行
』

（
馬
王
堆
吊
書
『
五
行
』
も
含
む
）
に
お
け
る
「
徳
」
と
「
色
」

と
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
ま
た
、
『
性
情
論
』
（
『
性
自
命
出
』
）
中

の
「
情
」
に
着
目
し
、
『
中
庸
』
や
『
礼
記
』
楽
記
篇
な
ど
の
伝
世

文
献
と
の
比
較
を
通
し
て
、
孔
子
の
後
学
が
説
く
「
情
」
の
性
質

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
四
編
「
出
土
文
献
与
先
秦
儒
道
哲
学
論
題
」
で
は
、
ま
ず
、

伝
世
文
献
や
上
博
楚
簡
『
民
之
父
母
』
中
に
見
え
る
「
民
之
父
母
」

と
い
う
語
に
つ
い
て
検
討
し
、
先
秦
の
儒
家
及
び
『
管
子
』
の
為

政
観
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
『
五
行
』
、

『
中
庸
』
『
孟
子
』
及
び
『
管
子
』
四
篇
に
見
え
る
「
心
」
「
性
」

に
つ
い
て
検
討
し
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
先
後
関
係
を
推
測
し
て
い

る。
本
書
は
、
新
出
土
資
料
と
伝
世
文
献
と
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る

重
要
語
句
を
取
り
上
げ
て
、
詳
細
に
比
較
・
検
討
を
行
っ
て
い
る

点
に
特
色
が
あ
る
。
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年
八
月
、

『
郭
店
楚
簡
儒
家
哲
学
研
究
』
（
出
土
文
献
訳
注
研
析
叢
書
P

0
2
9
、
謝
君
直
著
、
万
巻
楼
図
書
股
伶
有
限
公
司
、
二

O
O
八

三
0
頁
、
横
組
繁
体
字
）

郭
店
楚
簡
に
関
す
る
研
究
書
。
六
章
、
附
録
二
篇
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
主
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
文
献
は
、
『
細
衣
』
『
五

行
』
『
窮
達
以
時
』
『
六
徳
』
で
あ
る
。

ま
ず
、
第
一
章
「
導
論
」
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
郭
店
楚
簡

の
儒
家
系
文
献
研
究
の
成
果
を
概
説
し
、
子
思
あ
る
い
は
思
孟
学

派
と
い
う
観
点
か
ら
の
検
討
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
二
章
「
〈
細
衣
〉
異
文
詮
釈
及
其
儒
学
意
涵
」
で
は
、
こ
れ
ま

で
『
子
思
子
』
の
一
篇
で
あ
る
可
能
性
や
子
思
学
派
と
の
関
連
ば

か
り
が
注
目
さ
れ
て
き
た
「
細
衣
」
を
再
検
討
し
、
郭
店
楚
簡
『
細

衣
』
と
『
礼
記
』
細
衣
篇
と
の
異
文
の
比
較
を
通
し
て
、
「
細
衣
」

に
お
け
る
「
礼
」
観
念
を
追
究
す
る
。

第
三
章
「
簡
吊
〈
五
行
〉
的
人
道
思
想
」
で
は
、
『
五
行
』
に
お

け
る
人
道
思
想
に
着
目
し
、
馬
王
堆
吊
書
『
五
行
』
と
郭
店
楚
簡

『
五
行
』
と
を
比
較
し
て
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
人
道
思
想
の
異
同

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

第
四
章
「
〈
窮
達
以
時
〉
所
蘊
含
的
義
命
問
題
」
で
は
、
『
窮
達

以
時
』
に
お
け
る
「
義
命
」
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
に
て
提
示
さ

れ
て
い
る
「
義
命
合
一
」
と
「
義
命
分
立
」
と
い
う
異
な
る
解
釈

の
ど
ち
ら
が
適
切
で
あ
る
か
を
検
討
し
て
い
る
。

第
五
章
「
〈
六
徳
〉
的
徳
性
観
念
及
其
実
践
原
則
」
で
は
、
『
六

徳
』
に
お
け
る
六
徳
と
六
位
・
六
職
と
の
関
係
、
「
仁
内
義
外
」
の

観
念
及
び
服
喪
の
原
則
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
六
章
「
結
論
」
で
は
、
以
上
の
検
討
を
総
括
し
た
上
で
、
現

代
に
お
け
る
儒
家
哲
学
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

巻
末
に
は
附
録
と
し
て
、
二

0
0
八
年
が
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』

刊
行
の
十
年
目
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
間
に
行
わ
れ
た
思
想

研
究
を
文
献
毎
に
概
括
し
、
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
た
「
《
郭
店

楚
墓
竹
簡
》
出
版
十
週
年

(
1
9
9
8
|
2
0

0

 8)
之
思
想
研

究
現
況
述
評
」
、
既
発
表
の
著
書
や
研
究
論
考
を
一
覧
に
し
た
「
郭

店
楚
墓
竹
簡
研
究
資
料
目
録
」
を
付
す
。

本
書
は
、
郭
店
楚
簡
の
儒
家
系
文
献
を
対
象
と
し
て
、
従
来
あ

ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
観
点
か
ら
の
検
討
を
主
に
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
本
書
の
附
録
部
分
は
、
こ
れ
ま
で
の
郭
店
楚
簡
研

究
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し
て
、
充
実
し
た
内
容

を
備
え
て
い
る
。
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『
上
博
楚
簡
与
先
秦
思
想
』
（
出
土
文
献
訳
注
研
析
叢
書
P

O

3

0
、
浅
野
裕
一
著
、
佐
藤
将
之
監
訳
、
万
巻
楼
図
書
股
扮
有
限

公
司
、
二

O
O
八
年
九
月
、
二
四
四
頁
、
横
組
繁
体
字
）

上
博
楚
簡
に
関
す
る
研
究
書
。
全
八
で
構
成
さ
れ
、
主
に
上

博
楚
簡
の
第
四
分
冊
•
第
五
分
冊
•
第
六
分
冊
所
収
文
献
（
『
相
邦

之
道
』
『
曹
沫
之
陳
』
『
君
子
為
礼
』
『
鬼
神
之
明
』
『
競
建
内
之
』

『
飽
叔
牙
与
阻
朋
之
諫
』
『
姑
成
家
父
』
『
競
公
症
』
『
天
子
建
州
』
）

に
関
す
る
論
考
を
収
録
す
る
。

ま
ず
、
「
自
序
」
に
お
い
て
、
日
本
に
お
け
る
新
出
土
資
料
研
究

の
現
状
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
第
一
章
か
ら
第
八
章
で
は
、
文
献

毎
の
個
別
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
各
章
の
題
目
は
以
下
の
通
り
。

第
一
章
「
〈
相
邦
之
道
〉
的
整
体
結
構
」
、
第
二
章
「
〈
曹
沫
之
陳
〉

的
兵
学
思
想
」
、
第
三
章
「
〈
君
子
為
礼
〉
与
孔
子
素
王
説
」
、
第

四
章
「
〈
鬼
神
之
明
〉
与
《
墨
子
・
明
鬼
》
」
、
第
五
章
「
〈
飽
叔
牙

与
隔
朋
之
諌
〉
的
災
異
思
想
」
、
第
六
章
「
〈
姑
成
家
父
〉
中
的
「
百

豫
」
」
、
第
七
章
「
〈
競
公
瓶
〉
的
為
政
与
祭
祀
究
術
」
、
第
八
章
「
〈
天

子
建
州
〉
的
北
斗
与
日
月
」
。

本
書
掲
載
論
文
の
日
本
語
版
は
、
『
上
博
楚
簡
研
究
』
（
湯
浅
邦

弘
編
、
汲
古
書
院
、
二

0
0
七
年
五
月
。
提
要
（
九
）
で
解
説
済

み
）
、
『
竹
簡
が
語
る
古
代
中
国
思
想
（
二
）
ー
上
博
楚
簡
研
究
ー
』

（
浅
野
裕
一
編
、
汲
古
書
院
・
汲
古
選
書
、

本
提
要
に
て
後
述
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
著
者
に
よ
る
戦
国
楚
簡
研
究
の
中
国
語
版
と
し
て
、
本

書
以
外
に
は
『
戦
国
楚
簡
研
究
』
（
浅
野
裕
一
著
、
佐
藤
将
之
監
訳
、

万
巻
楼
図
書
股
伶
有
限
公
司
、
二

0
0
四
年
十
二
月
。
提
要
（
五
）

で
解
説
済
み
）
が
あ
り
、
郭
店
楚
簡
と
上
博
楚
簡
（
第
一
分
冊
．

第
二
分
冊
•
第
三
分
冊
）
に
関
す
る
論
考
を
掲
載
し
て
い
る
。

『
上
海
博
楚
簡
の
研
究
（
二
）
』
（
大
東
文
化
大
学
上
海
博
楚

簡
研
究
班
編
、
大
東
文
化
大
学
大
学
院
事
務
室
‘

J
O
O
八

一

月
、
三
六
頁
、
縦
組
和
文
）

上
博
楚
簡
『
周
易
』
に
関
す
る
訳
注
書
。
大
学
院
ゼ
ミ
の
成
果

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
底
本
に
は
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚

竹
書
（
三
）
』
（
馬
承
源
主
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
四
年

三
月
）
所
収
の
『
周
易
』
を
用
い
て
い
る
。

ま
ず
、
「
関
係
論
著
目
録
」
と
し
て
、
上
博
楚
簡
『
周
易
』
に
つ

い
て
論
じ
た
著
書
・
雑
誌
論
文
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
論
文
な
ど
を

順
次
列
記
す
る
（
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
著
は
、
二

0
0
七
年
十
二

O
O
八
年
九
月
。
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月
ま
で
の
も
の
）
。

次
に
、
上
博
楚
簡
『
周
易
』
訳
注
「
そ
の

2
」
と
し
て
、
第
十

六
簡
か
ら
第
二
十
九
簡
ま
で
（
随
卦
•
盛
卦
•
復
卦
·
元
妄
卦
．

大
畜
卦
•
願
卦
•
咸
卦
•
恒
卦
）
の
訳
注
を
掲
載
す
る
。
訳
注
は
、

各
卦
毎
に
、
「
本
文
」
「
訓
読
」
「
口
語
訳
」
「
注
」
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。本

書
は
、
「
注
」
が
非
常
に
詳
細
で
あ
り
、
通
行
本
・
馬
王
堆
本
・

阜
陽
漢
簡
本
等
と
の
比
較
も
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
『
周
易
』
を
研

究
す
る
上
で
有
益
な
資
料
と
な
る
。
今
後
、
継
続
し
て
刊
行
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

な
お
、
本
書
の
前
巻
に
当
た
る
『
上
海
博
楚
簡
の
研
究
(
-
)
』

（
大
東
文
化
大
学
上
海
博
楚
簡
研
究
班
編
、
大
東
文
化
大
学
大
学

院
事
務
室
、
二

0
0
七
年
三
月
）
に
は
、
上
博
楚
簡
『
周
易
』
訳

注
「
そ
の

1
」
と
し
て
、
第
一
簡
か
ら
第
十
五
簡
ま
で
（
蒙
卦
．

需
卦
．
訟
卦
•
師
卦
•
比
卦
•
大
有
卦
•
謙
卦
•
豫
卦
）
の
訳
注
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
（
提
要
（
九
）
で
解
説
済
み
）
。

『
竹
簡
が
語
る
古
代
中
国
思
想
（
二
）
ー
上
博
楚
簡
研

究
ー
』
（
浅
野
裕
一
編
、
汲
古
書
院
・
汲
古
選
書
、

0
0
八

九
月
、
三
三
九
頁
、
縦
組
和
文
）

上
博
楚
簡
に
関
す
る
研
究
書
。
「
戦
国
楚
簡
研
究
会
」
の
共
同
研

究
の
成
果
で
あ
る
。
全
十
章
、
附
篇
二
篇
で
構
成
さ
れ
、
主
に
上

博
楚
簡
の
第
五
分
冊
•
第
六
分
冊
に
関
す
る
論
考
を
収
録
す
る
。

第
一
章
「
上
博
楚
簡
『
姑
成
家
父
』
に
お
け
る
百
豫
」
（
浅
野
裕

-
）
は
、
晋
の
三
部
が
登
場
す
る
『
姑
成
家
父
』
を
取
り
上
げ
、

本
文
献
に
お
け
る
「
百
豫
」
の
意
味
を
考
察
し
た
後
、
そ
の
文
献

的
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
二
章
「
上
博
楚
簡
『
競
公
症
』

に
お
け
る
為
政
と
祭
祀
呪
術
」
（
浅
野
裕
一
）
は
、
『
競
公
症
』
に

説
か
れ
る
君
主
の
為
政
と
祭
祀
呪
術
と
の
関
係
を
考
察
す
る
と
と

も
に
、
古
代
思
想
史
上
に
占
め
る
位
置
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

る
。
第
三
章
「
上
博
楚
簡
『
天
子
建
州
』
に
お
け
る
北
斗
と
日
月
」

（
浅
野
裕
一
）
で
は
、
『
天
子
建
州
』
に
は
礼
と
天
体
と
を
結
合
す

る
思
考
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
四
章
か
ら
第
六
章
で
は
、
上
博
楚
簡
中
の
楚
王
に
関
す
る
文

献
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
第
四
章
「
上
博
楚
簡
『
荘
王
既
成
』
の

「
予
言
」
」
（
湯
浅
邦
弘
）
、
第
五
章
「
太
子
の
知
ー
上
博
楚
簡
『
平

王
輿
王
子
木
』
ー
」
（
湯
浅
邦
弘
）
、
第
六
章
「
上
博
楚
簡
『
平
王

問
鄭
寿
』
に
お
け
る
諫
言
と
予
言
」
（
湯
浅
邦
弘
）
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
文
献
の
釈
読
を
行
っ
た
上
で
、
そ
の
文
献
の
特
質
や
著
作
意
図

等
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
楚
の

王
や
太
子
に
対
す
る
教
戒
の
書
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
第

七
章
「
戦
国
楚
簡
と
儒
家
思
想
ー
「
君
子
」
の
意
味
ー
'
」
(
湯
浅
邦
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弘
）
は
、
上
博
楚
簡
『
孔
子
見
季
桓
子
』
『
君
子
為
礼
』
『
弟
子
問
』

『
従
政
』
を
手
が
か
り
に
、
儒
家
思
想
に
お
け
る
「
君
子
」
に
つ

い
て
再
考
し
て
い
る
。

第
八
章
「
上
博
楚
簡
『
弟
子
問
』
考
釈
ー
失
わ
れ
た
孔
子
言
行

録
ー
」
（
福
田
哲
之
）
は
、
掛
合
・
編
聯
に
よ
る
残
簡
の
復
原
と
、

『
論
語
』
と
の
比
較
に
よ
る
内
容
•
構
成
の
分
析
と
に
よ
っ
て
、

『
弟
子
問
』
全
体
の
釈
読
・
考
証
を
行
う
。
続
く
第
九
章
「
上
博

楚
簡
『
弟
子
問
』
の
文
献
的
性
格
ー
上
博
楚
簡
に
見
え
る
孔
子
に

対
す
る
称
呼
ー
」
（
福
田
哲
之
）
で
は
、
『
弟
子
問
』
と
他
の
上
博

楚
簡
の
儒
家
系
文
献
と
に
お
け
る
孔
子
に
対
す
る
称
呼
を
比
較
す

る
こ
と
に
よ
り
、
『
弟
子
問
』
の
文
献
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い

る。
第
十
章
「
上
博
楚
簡
『
慎
子
日
恭
倹
』
の
文
献
的
性
格
」
（
竹
田

健
二
）
は
、
『
慎
子
日
恭
倹
』
の
文
献
的
性
格
や
上
博
楚
簡
の
成
立

時
期
と
の
関
連
か
ら
、
「
慎
子
」
が
慎
到
と
は
考
え
が
た
い
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

附
篇
に
は
、
残
簡
同
士
を
綴
合
し
て
竹
簡
の
復
原
を
試
み
る
と

い
う
内
容
の
論
考
、
及
び
上
海
博
物
館
が
刊
行
を
予
定
し
て
い
る

戦
国
楚
簡
「
字
書
」
に
関
す
る
重
要
な
報
告
を
掲
載
す
る
（
「
上
博

楚
簡
『
孔
子
見
季
桓
子
』

1
号
簡
の
釈
読
と
綴
合
」
（
福
田
哲
之
）
、

「
上
博
楚
簡
「
字
書
」
に
関
す
る
情
報
」
（
福
田
哲
之
）
）
。

本
書
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て
上
博
楚
簡
の
第
六
分
冊
の
研
究

成
果
を
い
ち
早
く
ま
と
め
た
研
究
書
で
あ
り
、
今
後
の
新
出
土
資

料
研
究
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
一
書
と
な
ろ
う
。

な
お
、
「
戦
国
楚
簡
研
究
会
」
の
成
果
と
し
て
、
上
博
楚
簡
の
第

一
分
冊
•
第
二
分
冊
所
収
文
献
を
主
に
取
り
上
げ
た
も
の
に
、
『
竹

簡
が
語
る
古
代
中
国
思
想
ー
上
博
楚
簡
研
究
ー
』
（
浅
野
裕
一
編
、

汲
古
書
院
、
二

0
0
五
年
四
月
。
提
要
（
七
）
で
解
説
済
み
）
、

第
三
分
冊
•
第
四
分
冊
•
第
五
分
冊
所
収
文
献
を
主
に
取
り
上
げ

た
も
の
に
、
『
上
博
楚
簡
研
究
』
（
湯
浅
邦
弘
編
、
汲
古
書
院
、
ニ

0
0
七
年
五
月
。
提
要
（
九
）
で
解
説
済
み
）
が
あ
る
。

[
付
記
]

本
稿
は
、
平
成
二
十
年
度
日
本
学
術
振
興
会
・
科
学
研
究
費
（
特
別
研

究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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